
 
 
 

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
文
書
取
扱
規
程 

 

（
平
成
十
九
年
二
月
一
日
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
程
第
二
号
） 

改
正 

平
成
一
九
年
三
月
二
八
日
規
程
第
五
号 

 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
九
条
） 

第
二
章 

文
書
の
受
取
及
び
収
受
（
第
十
条
―
第
十
三
条
） 

第
三
章 

文
書
の
処
理
（
第
十
四
条
―
第
二
十
二
条
） 

第
四
章 

文
書
の
浄
書
及
び
発
送
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
九
条
） 

第
五
章 

持
ち
出
し
及
び
閲
覧
等
の
制
限
（
第
三
十
条
・
第
三
十
一
条
） 

第
六
章 

文
書
の
編
さ
ん
等
（
第
三
十
二
条
―
第
四
十
三
条
） 

附
則 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

課 

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
組
織
規
則
（
平
成
十
九
年
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
則
第
二
号
）
に
定
め
る
課
を
い

う
。 

二 

文
書 

職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
書
類
、
図
画
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
及
び
電
子
文
書
で
あ
っ
て
、
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る

も
の
と
し
て
、
広
域
連
合
が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
そ
の
他
不
特
定
多
数
の
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
目



的
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。 

三 

電
子
文
書 

電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記

録
を
い
う
。
）
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
が
可
能
な
も
の
を
い
う
。 

四 
電
子
署
名 

電
子
文
書
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
措
置
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。 

イ 

当
該
情
報
が
当
該
措
置
を
行
っ
た
者
の
作
成
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

当
該
情
報
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

五 

電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム 

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は
霞
が
関
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
通
じ
て
、
地
方
公
共
団
体
又
は
国
の
府
省
と
の
間
で
、
電
子

文
書
に
電
子
署
名
を
付
与
し
、
交
換
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。 

六 

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書 

電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
電
子
署
名
が
付
与
さ
れ
る
電
子
文
書
を
い
う
。 

七 

電
子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム 
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
霞
が
関
Ｗ
Ａ
Ｎ
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
広
域
連
合
、
他
の
地
方
公
共
団

体
、
国
の
府
省
、
住
民
、
事
業
者
等
相
互
間
に
お
い
て
、
電
子
文
書
の
交
換
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。 

八 

電
子
メ
ー
ル
文
書 

電
子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
交
換
さ
れ
る
電
子
文
書
を
い
う
。 

（
文
書
取
扱
い
の
原
則
） 

第
三
条 

文
書
は
、
す
べ
て
正
確
か
つ
迅
速
に
取
り
扱
い
、
常
に
処
理
経
過
及
び
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
事
務
を
能
率
的
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
文
書
主
管
課
長
等
の
職
務
） 

第
四
条 

文
書
事
務
を
総
合
的
に
分
掌
す
る
文
書
主
管
課
長
は
、
各
課
の
文
書
事
務
が
円
滑
か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

課
の
長
（
以
下
「
課
長
」
と
い
う
。
）
は
、
常
に
所
属
職
員
を
し
て
文
書
の
作
成
及
び
文
書
の
取
扱
い
に
習
熟
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
課
に
お

け
る
文
書
事
務
の
円
滑
か
つ
適
正
な
処
理
に
留
意
し
、
そ
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

課
長
の
文
書
事
務
を
補
佐
さ
せ
る
た
め
、
課
に
文
書
取
扱
責
任
者
（
以
下
「
責
任
者
」
と
い
う
。）
及
び
文
書
取
扱
副
責
任
者
（
以
下
「
副
責
任

者
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
た
だ
し
、
課
長
が
必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
副
責
任
者
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 



４ 

前
項
の
責
任
者
及
び
副
責
任
者
は
、
課
長
が
所
属
職
員
の
う
ち
か
ら
指
定
す
る
。 

５ 

責
任
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 
配
布
さ
れ
た
文
書
の
受
領
及
び
発
送
文
書
の
文
書
主
管
課
へ
の
回
付
に
関
す
る
こ
と
。 

二 
文
書
事
務
の
促
進
及
び
改
善
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

文
書
の
形
式
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

文
書
の
整
理
、
保
管
、
保
存
及
び
廃
棄
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

そ
の
他
文
書
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。 

６ 

副
責
任
者
は
、
責
任
者
の
事
務
を
補
佐
し
、
責
任
者
が
不
在
そ
の
他
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。 

（
公
文
書
の
種
類
） 

第
五
条 

公
文
書
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

法
規
文
書 

二 

公
示
文
書 

三 

令
達
文
書 

四 

一
般
文
書 

２ 

法
規
文
書
の
種
別
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

条
例 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
九
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
制
定
す
る
も
の 

二 

規
則 

法
第
二
百
九
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
制
定
す
る
も
の 

３ 

公
示
文
書
の
種
別
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

告
示 

法
令
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
定
し
た
事
項
を
一
般
又
は
一
部
の
者
に
公
示
す
る
も
の 

二 

公
告 

一
定
の
事
項
を
特
定
の
個
人
又
は
団
体
に
公
示
す
る
も
の 

４ 

令
達
文
書
の
種
別
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 



一 

規
程 

所
属
機
関
又
は
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
そ
の
職
務
を
指
揮
命
令
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の 

二 

達 

特
定
の
個
人
又
は
団
体
に
対
し
、
権
限
に
基
づ
き
、
一
方
的
に
指
示
又
は
命
令
す
る
も
の 

三 
指
令 

個
人
又
は
団
体
か
ら
の
申
請
又
は
願
い
出
に
対
し
て
そ
の
権
限
に
基
づ
い
て
許
可
等
の
行
政
処
分
を
行
う
場
合
及
び
補
助
金
の
交
付

等
の
場
合
に
指
示
又
は
命
令
す
る
も
の 

四 

通
達 
所
属
機
関
又
は
そ
の
職
員
に
対
し
、
指
揮
命
令
す
る
た
め
に
発
す
る
も
の 

５ 

一
般
文
書
の
種
別
は
、
前
三
項
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。 

（
備
付
簿
冊
） 

第
六
条 

文
書
主
管
課
に
は
、
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
た
も
の
を
除
き
、
次
の
簿
冊
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

文
書
発
送
簿
（
第
一
号
様
式
） 

二 

文
書
収
受
簿
（
第
二
号
様
式
） 

三 

指
令
番
号
簿
（
第
三
号
様
式
） 

四 

達
番
号
簿
（
第
四
号
様
式
） 

２ 

文
書
主
管
課
に
は
、
次
の
簿
冊
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

条
例
・
規
則
・
規
程
公
示
番
号
簿
（
第
五
号
様
式
） 

二 

特
殊
取
扱
郵
便
物
簿
（
第
六
号
様
式
） 

３ 

文
書
主
管
課
は
、
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
簿
冊
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

簿
冊
は
、
会
計
年
度
に
よ
り
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
書
主
管
課
長
が
別
に
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
暦
年
で
作
成
す

る
も
の
と
す
る
。 

５ 

課
長
は
、
簿
冊
の
分
類
、
種
別
を
決
定
し
、
所
属
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
文
書
記
号
及
び
文
書
番
号
） 

第
七
条 

発
送
す
る
文
書
に
は
文
書
記
号
及
び
文
書
番
号
を
、
収
受
文
書
に
は
文
書
番
号
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
契
約
書
、
感
謝

状
な
ど
文
書
記
号
及
び
文
書
番
号
を
付
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



２ 

文
書
記
号
は
「
青
後
広
」
と
す
る
。 

３ 

文
書
番
号
は
、
発
送
又
は
収
受
に
分
け
、
毎
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
の
一
連
番
号
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
易
な
も
の
は
、
号
外
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
達
及
び
指
令
記
号
並
び
に
番
号
） 

第
八
条 

達
及
び
指
令
に
は
達
又
は
指
令
記
号
及
び
達
又
は
指
令
番
号
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

達
及
び
指
令
記
号
は
、
達
記
号
は
「
青
後
広
達
」
と
、
指
令
記
号
は
「
青
後
広
指
令
」
と
す
る
。 

３ 

達
及
び
指
令
番
号
は
、
達
又
は
指
令
に
分
け
、
毎
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
の
一
連
番
号
と
す
る
。 

（
法
規
番
号
等
） 

第
九
条 

法
規
文
書
、
公
示
文
書
及
び
令
達
文
書
（
達
及
び
指
令
を
除
く
。
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
種
別
ご
と
に
番
号
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
番
号
は
、
毎
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
の
一
連
番
号
と
す
る
。 

第
二
章 

文
書
の
受
取
及
び
収
受 

（
文
書
の
受
取
） 

第
十
条 

広
域
連
合
に
到
達
し
た
文
書
は
、
文
書
主
管
課
が
受
け
取
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

特
殊
取
扱
郵
便
物
は
、
封
皮
に
収
受
印
（
第
七
号
様
式
）
を
押
し
特
殊
取
扱
郵
便
物
簿
に
登
載
す
る
こ
と
。 

二 

現
金
、
有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
添
付
し
て
あ
る
旨
の
表
示
の
あ
る
も
の
及
び
開
封
し
金
券
の
添
付
の
あ
る
も
の
は
、
封

皮
に
収
受
印
を
押
し
特
殊
取
扱
郵
便
物
簿
に
登
載
す
る
こ
と
。 

三 

異
議
の
申
立
て
、
訴
訟
、
入
札
そ
の
他
そ
の
内
容
が
重
要
若
し
く
は
異
例
と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
収
受
の
日
時
が
権
利
義
務
の
得
喪
に
関

係
の
深
い
も
の
は
、
封
皮
に
収
受
印
を
押
し
開
封
し
、
文
書
主
管
課
長
が
そ
の
取
扱
い
を
定
め
る
こ
と
。 

（
文
書
の
収
受
及
び
配
布
） 

第
十
一
条 

文
書
主
管
課
の
責
任
者
は
、
広
域
連
合
に
到
達
し
た
文
書
を
収
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

文
書
の
収
受
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

文
書
の
余
白
に
、
文
書
主
管
課
備
付
け
の
収
受
印
を
押
す
こ
と
。 



二 

文
書
収
受
簿
に
登
載
す
る
こ
と
。 

三 

文
書
番
号
を
当
該
文
書
に
記
入
す
る
こ
と
。 

３ 
持
参
文
書
は
、
前
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

軽
易
な
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

二
以
上
の
課
に
関
係
の
あ
る
文
書
は
、
文
書
主
管
課
に
お
い
て
、
最
も
関
係
の
深
い
課
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

分
掌
事
務
に
関
し
て
配
布
先
が
明
ら
か
で
な
い
文
書
は
、
文
書
主
管
課
長
が
関
係
上
司
と
協
議
の
上
、当
該
文
書
を
処
理
す
べ
き
課
を
決
定
し
、

当
該
課
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
電
子
メ
ー
ル
文
書
等
の
収
受
） 

第
十
二
条 

文
書
主
管
課
の
責
任
者
は
、
受
信
し
た
電
子
メ
ー
ル
で
必
要
と
認
め
る
も
の
は
、
速
や
か
に
紙
に
出
力
し
、
前
条
第
二
項
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
収
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
出
力
し
た
紙
の
余
白
及
び
文
書
収
受
簿
の
経
過
欄
に
「
電
子
メ
ー
ル
文
書
収

受
」
と
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

文
書
主
管
課
の
責
任
者
は
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
を
、
速
や
か
に
紙
に
出
力
し
、
前
条
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
収
受
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
出
力
し
た
紙
の
余
白
及
び
文
書
収
受
簿
の
経
過
欄
に
「
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
収
受
」
と
表

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

電
子
メ
ー
ル
文
書
又
は
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
の
収
受
日
は
、
利
用
す
る
電
子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
又
は
電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
に
そ

れ
ぞ
れ
当
該
電
子
文
書
が
記
録
さ
れ
た
日
と
す
る
。 

（
料
金
未
納
等
の
郵
便
物
） 

第
十
三
条 

料
金
未
納
又
は
料
金
不
足
の
郵
便
物
は
、
差
出
人
が
官
公
署
で
あ
る
も
の
又
は
文
書
主
管
課
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
限
り
、
そ
の

料
金
を
支
払
い
、
受
け
取
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
章 

文
書
の
処
理 

（
処
理
方
針
） 

第
十
四
条 

責
任
者
は
、
文
書
を
受
領
し
た
場
合
に
お
い
て
、
上
司
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
る
も
の
は
、
速
や
か
に
呈
覧
し
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
口
頭
又
は
電
話
に
よ
る
処
理
） 

第
十
五
条 

口
頭
又
は
電
話
に
よ
る
照
会
、
回
答
、
報
告
等
で
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
領
を
記
録
し
、
そ
れ
を
文
書
と
し
て
取
り
扱
い
、

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
起
案
） 

第
十
六
条 

す
べ
て
の
事
案
の
処
理
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

文
書
の
起
案
は
、
起
案
用
紙
（
第
八
号
様
式
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
所
定
の
様
式
、
簿
冊
、
帳
票
等
で
処
理
で
き
る
も
の
又
は
軽
易
な
文
書
に

は
、
決
裁
欄
を
設
け
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

起
案
文
書
等
を
加
除
訂
正
し
た
と
き
は
、
そ
の
箇
所
に
認
印
し
、
疑
義
の
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

起
案
は
、
別
に
定
め
る
公
用
文
例
及
び
用
字
例
に
よ
り
口
語
体
を
用
い
、
簡
潔
か
つ
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
左
横
書
き
の
原
則
） 

第
十
七
条 

文
書
は
、
す
べ
て
左
横
書
き
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

条
例
、
規
則
及
び
規
程 

二 

法
令
等
の
規
定
に
よ
り
縦
書
き
と
さ
れ
て
い
る
も
の 

三 

毛
筆
を
用
い
る
も
の
そ
の
他
の
横
書
き
を
不
適
当
と
す
る
も
の 

四 

そ
の
他
文
書
主
管
課
長
に
お
い
て
横
書
き
に
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の 

（
合
議
） 

第
十
八
条 

二
以
上
の
課
に
関
連
す
る
事
案
に
係
る
文
書
の
起
案
は
、
決
裁
を
受
け
る
前
に
関
係
の
深
い
課
か
ら
順
次
合
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
は
、
直
ち
に
決
裁
を
受
け
、
そ
の
後
に
関
係
課
に
回
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
合
議
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
は
、
互
い
に
協
議
す
る
も
の
と
し
、
な
お
意
見
の
一
致
し
な
い
と
き
は
、

上
司
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

合
議
を
受
け
た
事
案
に
つ
い
て
、
再
回
を
要
す
る
関
係
課
は
、
当
該
起
案
文
書
の
施
行
上
の
注
意
欄
に
「
要
再
回
○
○
課
」
と
表
示
し
、
決
裁



後
、
速
や
か
に
再
回
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

合
議
を
経
た
事
案
に
つ
き
、
そ
の
内
容
に
重
要
な
変
更
を
加
え
、
又
は
廃
案
と
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
起
案
文
書
を
合
議
先
に
回
し
、

又
は
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
文
書
の
審
査
） 

第
十
九
条 
起
案
文
書
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
文
書
主
管
課
長
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

議
案 

二 

条
例
、
規
則
、
規
程
、
要
綱
そ
の
他
例
規
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
も
の 

三 

法
令
に
関
す
る
事
項
で
重
要
又
は
異
例
に
属
す
る
も
の 

四 

そ
の
他
重
要
又
は
異
例
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

２ 

決
裁
を
受
け
た
起
案
文
書
（
以
下
「
原
議
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
課
長
又
は
責
任
者
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
決
裁
） 

第
二
十
条 

事
案
の
処
理
は
、
す
べ
て
上
司
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
定
形
的
な
決
裁
手
順
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。 

２ 

秘
密
又
は
重
要
な
文
書
は
、
そ
の
欄
外
に
「
秘
」
又
は
「
重
要
」
と
朱
書
き
し
、
そ
の
文
書
の
内
容
を
説
明
し
う
る
職
員
が
自
ら
携
行
し
て
決

裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

起
案
文
書
に
は
、
起
案
理
由
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
柄
を
付
記
し
、
か
つ
、
関
係
文
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
案
が
定

例
又
は
軽
易
な
も
の
は
、
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
決
裁
印
の
押
印
） 

第
二
十
一
条 

原
議
で
、
広
域
連
合
長
又
は
副
広
域
連
合
長
若
し
く
は
事
務
局
長
の
決
裁
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
長
に
よ
る
決
裁
印
（
第

九
号
様
式
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
完
結
文
書
） 

第
二
十
二
条 

原
議
で
実
行
を
要
す
る
も
の
は
、
速
や
か
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

完
結
し
て
い
な
い
文
書
は
、
未
完
結
文
書
と
し
て
そ
の
処
理
状
況
及
び
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



第
四
章 

文
書
の
浄
書
及
び
発
送 

（
浄
書
） 

第
二
十
三
条 

原
議
で
浄
書
を
要
す
る
も
の
は
、
速
や
か
に
浄
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
公
印
の
押
印
） 

第
二
十
四
条 
発
送
を
要
す
る
文
書
（
以
下
「
発
送
文
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
公
印
規
則
（
平
成
十
九
年
青
森

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
則
第
五
号
。
以
下
「
公
印
規
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
公
印
を
押
印
し
、
原
議
と
契
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
印
刷
物
、
軽
易
な
文
書
又
は
文
書
の
性
質
上
、
不
要
と
認
め
る
も
の
は
、
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
発
送
文
書
） 

第
二
十
五
条 

発
送
文
書
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

文
書
発
送
簿
及
び
原
議
に
、
発
送
年
月
日
等
を
記
入
す
る
こ
と
。 

二 

発
送
文
書
の
う
ち
郵
送
す
る
も
の
は
、
必
要
な
包
装
を
し
、
所
定
の
時
刻
ま
で
に
文
書
主
管
課
に
回
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
至
急
を
要
す

る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

三 

文
書
主
管
課
は
、
前
号
の
回
付
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
発
送
す
る
こ
と
。 

（
電
子
メ
ー
ル
文
書
に
よ
る
施
行
） 

第
二
十
六
条 

第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
で
き
る
文
書
は
、
電
子
メ
ー
ル
文
書
を
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り

施
行
（
決
裁
文
書
の
内
容
を
相
手
方
に
表
示
し
、
そ
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
に
係
る
起
案
用
紙
の
施
行
上
の
注
意
欄
（
第
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
起
案
用
紙
に
よ
ら
な
い
で

起
案
す
る
と
き
は
、
当
該
文
書
の
余
白
）
に
「
電
子
メ
ー
ル
施
行
」
と
表
示
し
た
上
、
決
裁
を
受
け
る
と
と
も
に
、
文
書
発
送
簿
の
経
過
欄
に
も

当
該
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
メ
ー
ル
文
書
を
施
行
す
る
場
合
は
、
電
子
メ
ー
ル
文
書
を
作
成
す
る
画
面
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
表
題
又
は
内
容

を
表
記
し
た
上
で
、
送
信
し
よ
う
と
す
る
電
子
文
書
を
添
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。 



（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
に
よ
る
施
行
） 

第
二
十
七
条 

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
又
は
霞
が
関
Ｗ
Ａ
Ｎ
に
参
加
し
て
い
る
国
の
府
省
に
発
送
す
る
文
書
は
、

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
を
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
に
係
る
起

案
用
紙
の
施
行
上
の
注
意
欄
（
第
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
起
案
用
紙
に
よ
ら
な
い
で
起
案
す
る
と
き
は
、
当
該
文
書
の
余
白
）

に
「
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
施
行
」
と
表
示
し
た
上
、
決
裁
を
受
け
る
と
と
も
に
、
文
書
発
送
簿
の
経
過
欄
に
も
当
該
表
示
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

施
行
す
る
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
公
印
の
押
印
に
代
え
て
電
子
署
名
を
付
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
電
子
署
名
の
付
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。 

（
公
示
文
書
等
の
取
扱
い
） 

第
二
十
八
条 

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
公
告
式
条
例
（
平
成
十
九
年
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
条
例
第
二
号
）
の
規
定
に
よ

り
公
告
を
要
す
る
も
の
そ
の
他
の
公
示
文
書
は
、
文
書
主
管
課
に
回
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

文
書
主
管
課
長
は
、
前
項
に
よ
り
回
付
さ
れ
た
文
書
を
、
条
例
・
規
則
・
規
程
公
示
番
号
簿
に
登
載
し
た
後
、
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
発
信
者
名
） 

第
二
十
九
条 

発
送
文
書
は
、
広
域
連
合
長
名
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
文
書
の
性
質
又
は
内
容
に
よ
り
、
副
広
域
連
合
長
、

事
務
局
長
名
等
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
五
章 

持
ち
出
し
及
び
閲
覧
等
の
制
限 

（
庁
外
持
ち
出
し
等
の
制
限
） 

第
三
十
条 

文
書
は
、
庁
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
課
長
の
承
認
を
受
け
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
部
外
者
の
閲
覧
） 

第
三
十
一
条 

課
長
は
、
職
員
以
外
の
者
か
ら
事
務
局
に
備
付
け
の
文
書
の
閲
覧
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
を
通
例
と
し
て
い
る

も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
閲
覧
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
司
の
指
示
又
は
関
係
課
長
と
の
協
議
に
よ
り
、
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る



も
の
に
限
り
、
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
六
章 

文
書
の
編
さ
ん
等 

（
整
理
の
原
則
） 

第
三
十
二
条 

文
書
は
、
常
に
整
理
、
整
と
ん
し
、
紛
失
、
損
傷
の
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
保
管
し
、
又
は
保
存
す
る
と
と
も
に
、
重
要
な
も
の
は
、

非
常
災
害
時
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
適
当
な
処
置
を
講
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
文
書
の
保
存
期
間
及
び
分
類
） 

第
三
十
三
条 

文
書
の
保
存
期
間
は
、
法
令
そ
の
他
に
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。 

一 

第
一
種 

永
年 

二 

第
二
種 

十
年 

三 

第
三
種 

五
年 

四 

第
四
種 

三
年 

五 

第
五
種 

一
年 

２ 

前
項
の
区
分
に
属
す
る
文
書
の
種
別
は
、
次
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
と
す
る
。 

（
保
存
期
間
の
各
区
分
の
基
準
） 

第
三
十
四
条 

第
一
種
に
属
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

条
例
、
規
則
、
規
程
等
に
関
す
る
文
書 

二 

重
要
な
事
業
計
画
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る
重
要
文
書 

三 

広
域
連
合
議
会
の
議
事
録
、
決
議
書
等
重
要
文
書 

四 

任
免
、
賞
罰
に
関
す
る
重
要
文
書 

五 

財
産
、
公
の
施
設
及
び
地
方
債
に
関
す
る
重
要
文
書 

六 

事
務
引
継
ぎ
に
関
す
る
重
要
文
書 



七 

そ
の
他
重
要
に
し
て
永
年
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
文
書 

２ 

第
二
種
に
属
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 
金
銭
の
支
払
に
関
す
る
証
拠
書
類 

二 
行
政
執
行
上
必
要
な
統
計
資
料 

三 

公
課
に
関
す
る
文
書 

四 

財
政
に
関
す
る
重
要
な
文
書 

五 

訴
訟
及
び
不
服
申
立
て
に
関
す
る
文
書 

六 

そ
の
他
十
年
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
文
書 

３ 

第
三
種
に
属
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

主
な
行
政
事
務
の
施
策
に
関
す
る
文
書 

二 

行
政
執
行
上
参
考
と
な
る
文
書 

三 

金
銭
出
納
に
関
す
る
文
書 

四 

そ
の
他
五
年
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
文
書 

４ 

第
四
種
に
属
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

照
会
、
回
答
、
通
知
そ
の
他
の
往
復
に
関
す
る
書
類 

二 

各
種
の
報
告
書
及
び
日
誌 

三 

一
時
の
処
理
に
属
す
る
願
い
、
届
け
、
申
請
等
に
関
す
る
書
類 

四 

第
一
種
、
第
二
種
及
び
第
三
種
に
属
さ
な
い
文
書
で
一
年
経
過
後
も
事
件
が
起
き
、
又
は
参
考
に
な
る
と
認
め
る
書
類 

５ 

第
五
種
に
属
す
る
も
の
は
、
前
四
項
に
属
さ
な
い
文
書
と
す
る
。 

（
保
存
期
間
の
起
算
） 

第
三
十
五
条 

文
書
の
保
存
期
間
は
、
暦
年
に
属
す
る
も
の
は
そ
の
翌
年
か
ら
、
会
計
年
度
に
属
す
る
も
の
は
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
起
算
す
る
。 

（
文
書
の
編
さ
ん
及
び
装
丁
） 



第
三
十
六
条 

文
書
は
、
各
課
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
分
類
及
び
種
別
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
編
さ
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

文
書
は
、
暦
年
別
又
は
会
計
年
度
別
に
完
結
し
た
順
序
に
よ
り
編
さ
ん
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
紙
数
又
は
文
書
の
性
質
上
の
理
由
に
よ
っ
て

は
、
二
年
分
以
上
に
わ
た
る
文
書
を
区
分
紙
を
用
い
て
一
冊
と
し
て
編
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 
同
一
事
件
で
あ
っ
て
数
項
目
に
関
連
す
る
文
書
は
、
そ
の
関
係
の
最
も
深
い
項
目
に
編
さ
ん
す
る
こ
と
。 

三 

二
以
上
の
事
件
で
保
存
期
限
を
異
に
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
件
が
相
互
に
関
係
が
あ
り
、
同
一
事
件
と
し
て
編
さ
ん
す
る
こ
と
が
適

当
な
と
き
は
、
長
期
間
の
種
別
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。 

四 

附
属
図
表
等
で
編
さ
ん
に
不
便
な
も
の
は
、
別
に
保
存
し
、
そ
の
旨
を
本
書
に
記
入
す
る
こ
と
。 

五 

文
書
の
編
さ
ん
は
、
厚
さ
約
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
し
、
分
冊
し
た
も
の
に
は
分
冊
番
号
を
、
合
冊
し
た
も
の
に
は
各
項
目
を
標
記

す
る
こ
と
。 

六 

編
さ
ん
さ
れ
た
文
書
（
以
下
「
簿
冊
」
と
い
う
。）
に
は
、
目
次
（
第
十
号
様
式
）
を
付
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
簿
冊
一
件
の
場
合

は
、
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

七 

簿
冊
は
、
表
紙
（
第
十
一
号
様
式
）
、
背
表
紙
（
第
十
二
号
様
式
）
を
用
い
装
丁
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

イ 

第
五
種
に
分
類
さ
れ
る
文
書 

ロ 

特
別
の
表
紙
を
用
い
て
編
さ
ん
し
て
い
る
も
の 

ハ 

製
本
さ
れ
て
い
る
も
の 

ニ 

規
格
外
の
も
の 

ホ 

台
帳
、
名
簿
の
類
に
属
す
る
も
の 

２ 

簿
冊
の
背
表
紙
の
保
存
・
保
管
終
期
欄
及
び
種
別
欄
は
、
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
種
別
ご
と
に
次
の
と
お
り
色
分
け
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

イ 

第
一
種 

赤 

ロ 

第
二
種 

青 



ハ 

第
三
種 

緑 

ニ 

第
四
種 

黒 
（
文
書
の
審
査
及
び
引
継
ぎ
） 

第
三
十
七
条 

課
長
は
、
簿
冊
の
編
さ
ん
内
容
及
び
保
存
期
間
を
審
査
し
、
不
適
当
と
認
め
る
も
の
は
、
職
員
に
対
し
修
正
の
指
示
又
は
指
導
を
し
、

適
正
な
文
書
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

簿
冊
は
完
結
し
た
順
に
文
書
台
帳
（
第
十
三
号
様
式
）
に
登
載
し
、
書
庫
（
引
継
文
書
を
収
蔵
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
保
存
が

必
要
な
簿
冊
（
以
下
「
保
存
文
書
」
と
い
う
。）
は
、
文
書
主
管
課
長
の
指
定
し
た
日
ま
で
に
保
存
文
書
引
継
書
（
第
十
四
号
様
式
）
を
添
え
文
書

主
管
課
長
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
存
文
書
の
管
理
） 

第
三
十
八
条 

完
結
し
た
文
書
で
保
存
が
必
要
な
簿
冊
（
以
下
「
保
存
文
書
」
と
い
う
。
）
は
、
書
庫
に
収
納
し
管
理
す
る
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
文
書
以
外
の
文
書
（
以
下
「
保
管
文
書
」
と
い
う
。
）
は
、
各
課
に
お
い
て
保
管
し
管
理
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
書
庫
の
管
理
） 

第
三
十
九
条 

書
庫
は
、
文
書
主
管
課
長
が
管
理
す
る
。 

２ 

書
庫
内
に
お
い
て
は
、
火
気
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
保
存
文
書
の
閲
覧
及
び
借
覧
） 

第
四
十
条 

保
存
文
書
を
閲
覧
又
は
借
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
存
文
書
閲
覧
簿
（
第
十
五
号
様
式
）
又
は
保
存
文
書
借
覧
書
（
第
十
六
号
様
式
）

に
よ
り
文
書
主
管
課
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
文
書
の
閲
覧
又
は
借
覧
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
こ
れ
を
転
貸
し
、
取
り
換
え
、
若
し
く
は
訂
正
し
、
又
は
庁
外
に

持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
庁
外
に
持
ち
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
文
書
主
管
課
長
の
承
認
を

受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
保
存
期
間
の
変
更
） 

第
四
十
一
条 

課
長
は
、
現
に
保
存
中
の
文
書
及
び
簿
冊
に
つ
い
て
、
随
時
保
存
の
要
否
を
審
査
し
、
文
書
主
管
課
長
に
協
議
の
上
保
存
期
間
を
変



更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
存
の
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
文
書
は
、
次
条
の
手
続
を
経
て
こ
れ
を
廃
棄
で
き
る
。 

２ 

文
書
主
管
課
長
は
、
保
存
期
間
が
変
更
さ
れ
た
も
の
は
、
新
た
に
編
さ
ん
し
一
定
期
間
を
定
め
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
文
書
台
帳
の
記
載
事
項
の
訂
正
等
必
要
な
事
務
処
理
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

保
存
期
間
の
経
過
し
た
文
書
及
び
簿
冊
で
、
な
お
継
続
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
は
、
前
項
に
準
じ
手
続
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
廃
棄
） 

第
四
十
二
条 

課
長
は
、
保
管
に
係
る
簿
冊
で
保
存
期
間
が
到
来
し
、
廃
棄
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
文
書
引
継
書
（
第
十
七
号
様

式
）
を
添
え
て
文
書
主
管
課
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

文
書
主
管
課
長
は
、
保
存
期
間
が
到
来
し
た
簿
冊
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
課
長
に
合
議
し
、
廃
棄
又
は
継
続
保
存
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

軽
易
な
文
書
で
保
存
す
る
必
要
の
な
い
文
書
は
、
随
時
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

廃
棄
文
書
で
秘
密
に
属
す
る
も
の
又
は
他
に
使
用
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
、
焼
却
し
、
又
は
裁
断
す
る
等
適
当
な
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
焼
却
等
の
利
便
を
図
る
た
め
、
文
書
主
管
課
長
は
、
毎
年
一
回
ま
と
め
て
廃
棄
す
る
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
電
子
文
書
の
保
管
及
び
廃
棄
） 

第
四
十
三
条 

文
書
の
う
ち
電
子
文
書
は
、
当
該
電
子
文
書
の
内
容
を
画
面
等
に
出
力
し
、
又
は
編
集
で
き
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
共
用
サ
ー
バ
等

適
切
な
記
録
媒
体
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
記
録
媒
体
の
経
年
劣
化
等
に
よ
る
消
失
及
び
変
化
、
改
ざ
ん
、
盗
難
、

漏
え
い
等
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

保
管
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
電
子
文
書
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
消
去
又
は
記
録
媒
体
の
破
壊
等
適
切
な
方
法
に
よ
り
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 附 

則 
 

こ
の
規
程
は
、
公
表
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則
（
平
成
十
九
年
規
程
第
五
号
） 



 

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

 
第 1号様式（第 6条関係） 
 文書発送簿 

取扱者印 発 送 件 名 受 信 者 名 経 過 

第    号  
月  日 

   

     
 
第 2号様式（第 6条関係） 
 文書収受簿 
取扱者 担当 収 受 本 書 件 名 発信者名 経 過 

第  号 第  号 
  

月 日 月 日 
   

       

 
第 3号様式（第 6条関係） 
 指令番号簿 

指 令 番 号 指 令 月 日 件 名 指 令 先 

    

    

    

 
第 4号様式（第 6条関係） 
 達番号簿 

達 番 号 達 月 日 件 名 達 先 摘 要 

     

     



 

 
第 5号様式（第 6条関係） 
 条例・規則・規程公示番号簿 

課 長 担 当 
公 示

番 号 
公示月日 件 名 

      

      

 
第 6号様式（第 6条関係） 
 特殊取扱郵便物簿 

番 号 月 日 種 類 発 信 人 摘 要 

 
     

      

 
第７号様式（第 10条関係） 

 
 収受印 

 

収受 
 ． ． 



 

第８号様式（第16条関係） 
 起案用紙 

分類

記号 
類 目 付記 広域連合長 

保存

年限 1 3 5 10 永年 

分類記号確認印 決裁日付印 

文書審査 副広域連合長 浄 書 公印許可  

 

起 案 平成  年  月  日 
発 送 平成  年  月  日 

事務局長 

施行上の注意 

発送  号     第   号 

専

決 

副広域連合長 
事務局長 
課長 

回

議 

課 長    起案者 
課    担当 

課 長 担当    
審

査 
総

務   
合

議       

受信者 発信者 

 標 題 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 
第９号様式（第 21条関係） 
 

決裁印 
 

 
第 10号様式（第 36条関係） 
 目次 

所管 
分類記号 
 

作成年次 
 
 

年    

保存期間 
 
 

年 

保存終期 
 
 
   年  月 所在 

簿 冊 名  

番 号 月 日 件 名 備 考 

    

    

※ 2頁以降は「簿冊名」までの欄の省略可 

後期高齢者医療

広域連合 

 ． ． 

決裁 



 

 
第 11号様式（第 36条関係） 

青森県後期高齢者医療広域連合公文 

分 類 記 号 
類 目 付記 

種 別 第 種 保 存 期 間 年 

保 存 終 期  平成      年 

作 成 年 次  平成      年 

件 名  

所 管  

 



 

 
第 12号様式（第 36条関係） 

作

成 
  平

成 

年

次 
  

  

年 

平
成 

 
 

年 

保

存(

管)

終

期 

分類記号 

   

第    種 

件 名 

 

          注：保存(管)終期年次及び 
            種別の表示色 
             第１種  赤 
             第２種  青 
             第３種  緑 

第４種  黒 
 
 
 

 



 

 
第 13号様式（第 37条関係） 
 文書台帳 
整 理

番 号 

分 類 

記 号

 
作 成

年 次 
簿 冊 名 

冊

数 

保

存

種

別 

保

存

期

間 

保

存

始

期 
保

存

終

期 
引
継
年
月
日 

備

考 

         

 

 

 
第 14号様式（第 37条関係） 
 保存文書引継書 
 
整 理

番 号 

分 類

番 号 

作 成

年 次 
簿 冊 名 

冊

数 

保
存
種
別 

保
存
期
間 

保
存
始
期 

保
存
終
期 

引
継
年
月
日 

備 考

           

 
第 15号様式（第 40条関係） 
 保存文書閲覧簿 
 

閲 覧 者 閲 覧 文 書 
月日 

課 ・ 氏 名 印 種別 年次 簿 冊 名 

承

認

印 

備 考 
 
 

(退室時間) 

       

 



 

第 16号様式（第 40条関係） 
 

保 存 文 書 借 覧 書 
課長 借覧者 

借覧 
課  氏 名        印 

課長 担当者 
合議 

課   

種別 簿冊名 冊数 

文
書    

借覧期間 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

借覧理由 

 

課長 担当 貸出 返還 
文書主管課 

  月   日 月   日

  保存文書返還確認欄 
 
 

取扱者 氏名        印 

 



 

第 17号様式（第 42条関係） 
 

廃 棄 文 書 引 継 書 
 

番号 
作成

年次 
簿冊名 冊数 廃棄年月日 課長 係 備 考 

        

 
 


